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一、はじめに

 周作人の子息・周豊一 と濱一衛 との交遊については、中里見敬が

すでに詳述している 。濱一衛は北京留学中、周豊一との交遊関係を頼りにして、周作人、

豊一親子の住む四合院に同居していた。本稿は、その同居中に起きた出来事、すなわち周

豊一の許嫁・孫徳志 の死去について述べるものである。

 筆者は、中国流行歌史の調査をしており、その過程で中国芸術研究院の李岩による「君

帰来兮？ 打開「何日君再来」的“死結”」 (君帰り来たるか？―「何日君再来」の「解

けない結び目」をほどく)という論文に行き当たった。その中で李岩は「何日君再来」の作

られた経緯について、「何日君再来」の作曲者・

劉雪庵の伝記的小説を書いた李明忠の見解を支

持し、「何日君再来」は孫徳志という上海の国立

音楽専科学校 以下、国立音専と略 に在学中に若

くして亡くなった女性のために書いた墓碑銘で

ある、とし、さらに彼女と劉雪庵が恋愛関係に

あったことを示唆する。

 だが、孫徳志と劉雪庵が恋愛関係にあったと

いうことに対して李岩があげる根拠は薄弱であ

る 「何日君再来」が彼女の墓碑銘として書かれ

たかどうかについても、今は留保したい 。李岩

も言及しているのだが、孫徳志は周作人の子息

である周豊一と婚約していたのだから、牽強付

会の誹りは免れないだろう。『北洋画報』には、

周豊一とその婚約者・孫徳志の中山公園・来今

雨軒での婚約写真が掲載されている 図 。では、

周豊一と孫徳志の関係は果たしていかなるもの

だったのだろうか。また、孫徳志はどのような
図 1 

－ 198 － － 199 －



人物だったのだろうか。それについて詳細を知るのは今となっては難しい。だが、彼ら二

人の婚約や、孫の病死は濱一衛が北京留学中に周作人・周豊一父子の家に居住していた時

期の出来事であり、本シンポジウムとも関連している。一次資料の多くを確認できず不十

分な調査ではあるが、判明したことについてここに記録し、識者のご教示を俟つ次第であ

る。

二、孔徳学校時代

 周豊一は『飆風』に掲載された回想にもほとんどその夭逝した婚約者のことは記してい

ない。わずかに以下のような記述が見えるのみである。「その前前年の八月に上海で許婚者

の孫謐――仮りに付けておくが、十八になる娘さんに死なれてから、ずっと女に近寄らず

にいた。方々から来るご好意も断り、一人で好きなことをしていた 。」ここで仮名として孫

謐とされている女性こそ、孫徳志である。周豊一と孫徳志が知り合ったのは、彼らが共に

通っていた孔徳学校でのことであろう。孔徳学校は 年末に北京大学校長の蔡元培や教

授の李石曾、沈尹黙らが設立した男女共学の学校で、当初初級小学四年、高級小学二年、

中学四年の十年制であった。 年には大学予科二年と幼稚園が設けられ、小学五年から

フランス語を学び、卒業後はフランスに留学できるなど、フランスとの関わりが深い学校

であった 。校名もフランスの社会学者オーギュスト・コントから取られている 。美育教育

を重視する蔡元培のもと、芸術教育を重視していた同校には、音楽教室も二室あり、ピア

ノ五台、オルガン五台、蓄音器三台、外国音楽のレコードが百五十枚余りあった 。陶晶孫

の妹で東京女子高等師範学校出身の陶虞孫が 年に同校に赴任し、生物学と音楽を教え

たという 。

 周豊一は五四運動の年、 年に孔徳学校に入学し、十年間在学した。一方、孫徳志は、

年 月 日生まれで、本籍は江蘇の呉県 現在は蘇州市の一部 であるという 。生年か

ら計算すると、孔徳学校に入学したのは 年頃だろうか。 年 月の『孔徳月刊』

第一期には「児童文芸」欄に孫徳志による「白猫冤枉了」白猫の濡れ衣 という作文が掲載

されているようであり 、当時孔徳学校の初級小学にあたる学年に孫が在籍していたことが

うかがえる 同じ号の「児童文芸」欄には周豊一の従妹にあたる周鞠子 の作文も

掲載されている 。また、孫徳志は 年には孔徳学校の音楽部の委員に選ばれている 周

鞠子はその補欠 原文「候補」である 。芸術教育を重視した孔徳学校で、当時から音楽の

才能を身につけていたことがうかがえる。

三、孫徳志の国立音専進学と病死

 孫徳志は孔徳学校卒業後、 年夏に国立音専を受験・合格し、声楽組で学ぶ。周一川

－ 200 －



は孔徳学校で音楽を教えていた陶虞孫に提供された手記に基づいて、「陶虞孫についてピア

ノを勉強した一〇数名の生徒のうち、五名は音楽学院に合格したという 。」と記している

が、この「音楽学院」が現在の上海音楽学院の前身であり、当時中国随一の音楽学校であ

った国立音専のことを指すのだとしたら、孫徳志もそのうちの一人と考えられる。同校で

の孫の活動と死については、李岩は劉雪庵「孫徳志女士伝略」を引用している 。それによ

ると、彼女は国立音専入学後、女性ソプラノ歌手として頭角を現し、 年冬には「布谷」

カッコー という劉雪庵作曲の曲を歌って話題になり、各学校の生徒たちに真似をされるほ

どであった。そして 年 月には、映画『父母子女』のためにやはり劉の作曲である「出

征歌」を吹き込んだ。ところが同月末、蘇州の東呉大学で公演をして上海に戻ったあと、

腸チフスを患って同年 月 日に亡くなった、という。

 一方、上海音楽学院図書館の張雄が著した論文 によると、国立音専が編集していた『新

夜報』副刊の「音楽週刊」にも、孫徳志に関する記事が多数ある。それによると、孫は学

校から派遣されて、上海中西電台というラジオ局で、 年 月に八人による合唱に参加

した後、同月から 年 月にかけて、六度に渡り独唱を披露している。また張雄によると、

孫と国立音専の同期であり、声楽家、四川音楽学院教授であった郎毓秀 は、孫

は素晴らしい であり、彼女の歌声が好きだったと述べたという。「音楽週刊」

は彼女の死後にも二ヶ月のうちに七度に渡り彼女を追悼する文章や追悼歌を掲載している。

東呉大学の公演は、劉雪庵の文章では 年 月末となっていたが、こちらに引用された文

章では 月初めとされている。上海に戻った後発熱し、広慈医院ではじめ盲腸炎と診断さ

れ、四日後にチフスとされた。容態は安定していたが注射後に急変し、 月 日に中西療

養院に移るも、同 日に亡くなったということである。従って彼女が死去した日付は、劉

雪庵の記す 月 日よりも一月早いことになる。先に見たように周豊一も 月と記憶して

いるので、こちらのほうが正しい日付なのかもしれない。

 ところで、彼女の死の原因については南京・東呉大学へ公演に行ったということ以外に

別の要因があったようである。日本文学の翻訳者として知られ、作家・蕭乾の妻でもある

文潔若 は、自身の姉である文樹新 の死に触れ、以下のように述べている。

私の二番目の姉、文樹新は、 年 月、楊晦先生と一緒に上海へ行った。 …

年 月 日、二番目の姉は病院で女子を出産した。幼名は綿綿といった。だが姉本人

はチフスに罹って一月もしないうちに死んでしまった。周作人の息子の婚約者も孔徳

学校時代の同窓で親友だったが、知らせを聞いて駆けつけ、姉の世話に訪れ、その結

果彼女も感染して命を失った 。
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 この文樹新は、孔徳学校在学中に、同校の教師だった楊晦 、中華人民共和国建

国後は長らく北京大学中文系教授、系主任を務めた と恋愛関係になり、後に教会が運営す

る聖心学校に転校するも密かに恋愛関係を継続し、さらに上海に駆け落ちするに至り、出

産後病死した。彼女が残した日記は、近年中国で『一個民国少女的日記』 ある民国少女

の日記 として出版され話題になっているが、その出版にも文潔若が関わっている 。この

回想に従えば、周作人の息子の婚約者、すなわち孫徳志は、文樹新からチフスを伝染され

て死去したことになる。

劉半農の娘で孔徳学校の同窓生である劉小蕙 も同様の回想を残している。彼

女は、孔徳学校時代の友人、すなわち周豊一の妹・周若子 、文樹新、孫徳志の

三人の死に言及しているが、そのうち、孫徳志の死については以下のように記している。

文樹新の死は私と仲の良かった同窓生の孫徳志まであの世に連れて行った。孫徳志

は優秀な生徒で、私は彼女の人柄や才能にとても感服していた。彼女は卒業後、両親

とともに上海へ移り住んで、その時に文樹新と再会し、彼女の不幸な境遇に同情して、

何とかして彼女を助けようとした。文樹新は妊娠中に楊某の妻の告発を受け、それに

よる辱めのため、窮地に陥っていた。その後、文樹新は難産で、病の中さらにチフス

に罹り、孫徳志は彼女の面倒を見ようとして、自分もチフスに罹って、治療の甲斐な

く亡くなった。孫徳志はすでに若子の兄と婚約していて、婚礼の準備をしていたのに、

不幸にも友達のために自分の命を差し出すことになったのだ 。

このように、国立音専

の関係者は孫の死因

を蘇州公演と関連付

ける傾向があり、一方、

孔徳学校や文樹新の

関係者は、その死の原

因を文樹新から伝染

したことに求める。も

しかすると、国立音専

の関係者には、文樹新

との関係までは知ら

れてなかったのかも図 2
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しれない。

孔徳学校の設立にも関わった沈尹黙の孫で、本人も孔徳学校に通った沈長慶の著書『沈

尹黙家族往事』には、孔徳学校についての回想や写真、著者の父 沈尹黙の次男 沈令翔と周

豊一が写った写真などを数多く含んでいるが、その中には、孔徳学校の女子バレー部の写

真があり、孫徳志、文樹新、沈令昭 沈尹黙の娘、著者の叔母 が肩を並べている 図 。さ

らにそのキャプションとして、「左から三番目は孫徳志 周豊一の好友 、左から四番目は文

樹新 民国少女 、左から五番目は沈令昭」などと記されているのは興味深い。

四、周豊一とレコード

さて、このように音楽の才能に恵まれた女性を婚約者としていた周豊一自身は、どのよ

うな音楽を好んだのだろうか。北平留学中、 年 月より周家に住み込んで 年

月まで周豊一と寝食をともにした濱一衛は、その当時から京劇など中国の伝統演劇を好ん

だが、豊一は父・周作人や伯父の魯迅同様、京劇は好きではなかったようだ 。日本人の母

を持つ彼の家には、日本、西洋、中国のレコードが数多くあったというが、その回想から

は、特に西洋の音楽を愛好したことが窺え、特に「イタリアのガリクルチのソプラノは名

人に名曲だったからききあきない」 と記している。ガリクルチとは、もちろん 年代

を中心に活躍したイタリアのソプラノ歌手、アメリータ・ガリ＝クルチ のこと

である。さらに興味深いのは、日本の歌手の中でも特に関屋敏子 に言及してい

ることだ。

イタリアの名歌手ガリクルチに劣らぬ日本人のソプラノ名人がいた。すなわち関屋

敏子だった。洋装姿の関屋の写真は歌の詞を印刷した紙に出ていたので丸こくゆった

りした姿はいまだに覚えている。

関屋の歌ったセレナデや“君よ知るや”それに などの歌声は

中国語の「 」そのものだった。今のような甲高く叫ぶような声ではなく、丁

度人を夢路に導き入れ、五分間の間でも結構楽しませてくれる、そういうやさしい、

柔軟な歌声だった 。

関屋敏子は、三浦環やイタリア人声楽家アドルフォ・サルコリに師事したソプラノ歌手・

作曲家 東京音楽学校声楽科中退 で、日本と欧米を股にかけて活躍したが、若くして自殺し

ている。もしかすると、周豊一にとって、同じくソプラノ歌手として羽ばたこうとしてい

た孫徳志と彼女のイメージが重なって見えたのかもしれない。

周豊一は記していないが、実は孫徳志もレコード録音を残している。その録音について
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語っているのは、その曲を作曲した国立音専出身の作曲家・賀緑汀 である。賀

緑汀は郭沫若の話劇集『三個叛逆的女性』の挿入歌の一つであった「恋歌」の歌詞に曲を

つけた。その曲のレコード録音について、彼は次のように語っている。

この曲を書いた具体的な時間は 年です。その時上海音専 国立音専のこと に女

性のソプラノを歌う学生がいて、孫徳志といって、歌がうまかったんです。彼女は

宜萱、周小燕たちが音専に入学する前から声楽を学んでいました。私が「恋歌」を書

いてから、孫徳志がレコードに吹き込み、丁善徳がピアノの伴奏を担当しました。そ

の後彼女はすぐに亡くなったので、このレコードは彼女が唯一残した録音です。彼女

の死後、我々学生たちは皆一枚ずつこのレコードを買って記念にしました。彼女には

名前がもう一つあって「孫玲」といいます。孫徳志はチフスに罹って亡くなったんで

す。あの頃は命の保障などありませんでした。死ぬ前、私は病院に見舞いに行ったこ

ともありました 。

孫徳志が歌を吹き込んだ映画『父母子女』のフィルムは散佚しているため、このレコー

ド録音が現存する彼女の唯一の録音ということになる。周豊一がこのレコードを持ってい

たかどうかはわからない。また、多くの京劇のレコードを収蔵する濱文庫には、流行歌や

孫徳志のような「学院派」歌手のレコードは収められておらず、濱一衛はこのレコードに

対しても関心を持たなかったのかもしれない。だが、上海音楽学院図書館にはこの「恋歌」

のレコードが収められているらしい 筆者未見 。歌手名は孫玲とクレジットされ、レコード

番号は百代 である 。また、このレコードの原盤は、百代などの原盤を引き継いだ中

国唱片の倉庫にも所蔵されていたようであり、 年に刊行されたその目録にも記載があ

る 。孫玲「恋歌」の原盤番号は 、ただしレーベルは百代ではなくそのサブレーベル

である麗歌とされている。レコード現物は珍しく、今後の調査が待たれる。

五、まとめ

 北京大学教員の子弟が多く通い、男女共学など開明的な教育が行われた孔徳学校は、多

くの優秀な人材を輩出し、文化的再生産 ブルデュー の典型的事例のように思われる。一方

で、同校が美育教育、芸術教育を重視し、たとえば後に著名な劇作家となる呉祖光

などの人材を育てたことも見逃せない。そのような環境の下、音楽の才能を身

につけたのが孫徳志であった。

彼女は上海・国立音専に入学し、ラジオ、映画、レコードといったメディアに進出する。

このようなメディア上の活躍は、彼女が上海に行くことがなければありえなかっただろう
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し、ラジオ放送の発展、トーキー映画、レコードの電気録音の開始など、 年代の音声

メディアの革新の時代と同期していた。また、上海に行くことがなければ命を落とすこと

もなかっただろう。本稿で記した孫徳志の人生は、このような北京・上海の教育やメディ

アをめぐる歴史環境の偶然の上にあったのである。

中里見敬「濱一衛の北平留学―周豊一の回想録による新事実」『九州大学附属図書館研究
開発室年報 』 。
李岩「君帰来兮？ 打開「何日君再来」的“死結”」『南京芸術学院学報(音楽与表演)』2015
年第 4期。
『北洋画報』第 号 年 月 日 、 頁。
周豊一「記憶の中から―荻蘆雑億 二 」『飆風』第 号、 年、 頁。
沈長慶『沈尹黙家族往事』中国文史出版社、 年、 頁。
紀果庵『不執室雑記― 紀果庵文史隨筆選』秀威資訊科技股 有限公司、 頁。
沈長慶前掲書、 頁。
周一川『中国人女性の日本留学史研究』国書刊行会、 年、 頁。
劉雪庵「孫徳志女士伝略」『電影文化』 年第１期 筆者未見 にそのような記述がある
という。李岩前掲論文、 頁に従う。
「一象的博客・方家尋根（十）―北河沿 孔徳校刊 父輩的童年作文」

年 月 日アクセス
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